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タイトルに「痴呆」とあり「認知症」

でないことで本書が古いと判断し，

読む気にならない看護師がいるとし

たら残念だ．2008 年 1 月発行の新

書である．「痴呆」に差別的意味合い

が含まれているのか，あるいはそう

いう認識をつくりだすのに加担して

こなかったか，この本を読んで再考

してほしい．著者の大井玄氏は，東

京大学医学部教授，国立環境研究所

所長を歴任し，その後も臨床医とし

ての立場から終末期医療全般に取り

組んでいる．

本書には，かつて宅診に同行した

保健師の言葉が大井氏の医療観を大

きく変えるきっかけとなったエピ

ソードや，阿保順子氏の看護研究 1）

の要約がのっている．たとえば【Cさ

「痴呆」の世界を追う

ん　82歳女性】の事例は，次のよう

なものだ．

Cさんにとって病棟のデイルーム

や病室，廊下などは，かつて暮らし

ていた街の縮小版であり，デイルー

ムの中央にある「置き畳」を，自分の

家がある地区の「公民館」だと理解し

ていた．また 81歳男性の Kさんを

自分の夫だと思い込んでいたが，別

の女性 S さんも K さんを自分の夫

だと思っていた．置き畳の上で，K

さんが Sさんに膝枕をしてもらって

いる姿を見た Cさんは，観察者（阿

保氏）に対し，K さんは S さんを以

前お妾さんとして世話していたが，

Sさんは最近金に困って，昔のよし

みで金を無心に来た図々しい女だ，

と語った．

この事例自体は，本誌の読者に

とって特に珍しい話ではないだろう．

しかし，この後に展開される大井氏

の「コトバの働き」に関する考察や，

情動という深層心理領域で何が起

こっているかについて，神経生理学，

認知科学，仏教の「唯識」を通して説

明を試みている部分には圧倒される．

認知症で入院している方々と，ケ

アする側の連続性について考えたこ

とがあるだろうか？ 「世界仮構」や

「つながり」をキーワードに読み進め

ると，患者と看護師どころか，ゾウ

リムシからブッシュ大統領まで壮大

な連続性が見えてくる．ゾウリムシ

は「食べられるもの」と「食べられな

いもの」で世界を区分するが，生物

は一般に，環境中の潜在的な刺激の

うち自分に好ましい刺激のみを選択

的に受け入れ，不快な刺激を無視し

ている．認知能力が衰えた人は，外

界の現実を回避する方向へ，衰えの

認められない人では，自分の現実世

界を拡大する方向へ世界を仮構して

いる．イラク侵攻を進めるブッシュ

大統領は，認知症の老人と同じくら

い強い，しかし内向きではなく，外

向きの世界仮構を行なう欲求があっ

たのではないかと仮説を展開してい

る．

また，社会的動物としてのヒトは，

その場の持つ意味（文脈）に「つなが

る」ようにコトバを選んでいる．前

述の Cさんが「公民館」を「置き畳」，

他の男性を自分の夫だと話すとき，

場所や人間関係といった区分はでき

ており，Cさんの中では意味のつな

がりを持っている．ただし，ケアす
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る側の意味のつながりとは明らかに

違うため，その仮構性が際立ってい

るだけである．以下に引用する著者

の主張を，看護師として真摯に受け

とめたい．

「C さんの事物認識が観察者の認

識とずれていても，それを是正する

必要はないのです．しかし世の中の

介護者 には，老人の 事物誤認 を

叱り，矯正しようという教育的情熱

に溢れた人がじつに多いのです．そ

のため老人は，せっかく見つけた 意

味 を見失い，混乱してしまいます．

（本書，p105）」

本書は同著者の『痴呆の哲学』（弘

「生存戦略」という視点

文堂　2004年）と重なる内容もあっ

たが，第 7 章「現代の社会と生存戦

略」と最終章「日本人の 私 」には，先

著にはなかった視点が加えられてい

る．老年期の話題から一転し，「若

い人に見られる ひきこもり の背景

には大人の生存戦略的な価値転換が

ある」という指摘は，子育て中の私

には衝撃的でさえあった．しかし，

他方で 1990年代に著者の下で大学

院生をしていた私は，「ヒトの生存

戦略」が著者の長年のテーマである

ことを知っている．院生時代は何気

なく聞いていた「生存戦略」という言

葉が熟考のうえで発せらせていたこ

とがわかり，当時の無知さを恥じて

いる（白状すると，学生の指導には

あまり熱心でなく，相談に行っても

禅問答のような会話で煙に巻いてし

まう先生だと思っていた）．公職を

退いた後，ますます思考に磨きがか

かる大井先生の著書を評する立場に

はないのだが，本誌の読者に是非と

も読んでもらいたい一心で，僭越な

がら紹介させていただいた．

●文献・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1）阿保順子「痴呆老人が創造する世界」

岩波書店 2004 原著論文「痴呆老人

のコミュニケーションにおける三つ

のレベル―痴呆老人の生活世界への

理解に向けて」看護研究，医学書院

1993 ; 26（6）
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